作業 連絡 用 通信 システム [ 親 局 ] 
(総務 省 技術 基準 適合 品 ) 


りり ー-IM2R 


取扱 説明 書 


アル イン コ の 作業 連絡 用 通信 シス テム を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 

本 製品 は 、 陸 上 移動 業務 無線 局 (作業 連絡 用 ) 通 信 シ ンス テム の 親 局 で す 。 

本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 
に 最後 まで お 読み くだ さい 。 

また 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 
と き 、 お 役に立ち ます 。 


※ 本 製品 は 、DJ-M1 ( 子 機 : 弊 社 製品 ) と 併せ て ご 使用 いた だ く こ と で 、 通信 で きる シス テム 
機器 で す 。 
※ 他社 製 の 同等 品 と は 通話 で きま せん 。 


に 月 リ 


全 ぐ 安全 上 の ご 注意 $ 多 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 前 に お 読み くだ さい 。 

この 取扱 説明 書 で は 、 製品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 
財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 

その 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


早 
引 


表示 の 意味 
この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 また は 重傷 を 負 
う 危 険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


ラテ 


串 
海 


2 の 誤っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 また は 重傷 を 負 
可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 
想定 され る 内 容 お よび 物 的 損害 の み の 発 生 が 想定 され る 内 容 を 示し 


ゥ きじ 


注意 て いま す 。 

図 記 号 表示 の 意味 
ム 記 号 は 、 注 意 (危険 ・ 警 告 含む ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る も の 
KG 


〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で も ある こと を 告げ る も の で す 。 


左 の 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 、 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 


| の | 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に て 通信 な どの 機会 
を 失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 責任 
を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


一 使用 環境 ・ 条 件 


③ @ 


の の の の の 


内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 起こ す お それ 
が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故 障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 
人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で 
は あり ませ ん 。 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 
いか な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の 
で は あり ませ ん 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障害 に より 機器 の 
故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中継 局 周辺 、 病 院内 で は 絶対 に 使用 し な い 
で くだ さい (電源 も 入れ な いで 下さ い )。 運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放送 の 受信 に 
支障 を きた し た り 、 医療 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使用 し な いで 
下さ い 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで くだ さい 。 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 日 本 国内 の み で す 。 
国外 で は 使用 で きま せん 。 


This product is permitted for use in Japan only. 


一 本 体 の 取扱 い に つ いて 


〇 ① この 製品 は 調整 済み で す 。 分 解 ・ 改 造 し て 使用 し な いで くだ さい 。 
その よう な 行為 は 違法 で あり 、 火災 、 感 電 、 故障 の 原因 と な り ま す 。 


〇 ① 布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 
火災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


弄 AC アダ プター の 取扱 い に つ いて 


〇 ① 指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


〇 ① AC アダ プター の AC プラ グ を タコ 足 配線 し な いで くだ さい 。 
加熱 、 発 火 の 原 因 と な り ま す 。 


〇 ① ぬれ た 手 で AC アダ プター に 触れ た り 、 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 


AC アダ プター を AC コン セン ト に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 
AC アダ プター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC アダ プター の 刃 に 、 ほこ り が 付着 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 
ショ ー ト や 加熱 に より 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


田 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐに AC アダ プター の プラ グ を 本 体 か ら は ず し 、AC アダ プター を AC 

コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 の まま で 使用 する と 、 火災 、 感 電 、 故 障 の 
原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 連絡 下 

さい 。 

お 客 様 に よる 修理 は 、 危 険 で すか ら 絶 対 に お や めく だ さい 。 


異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 
落と し た り 、 ケ ー ス が 破損 し た り し た と き 

内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

AC アダ プター の コー ド が 傷ん だ と き 

(芯線 の 露出 や 断線 な ど ) 


る る $ す を 


6 雷 が 鳴り 出し た ら 、 安全 の た め AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 いて 、 ご 使用 を 
お 控え くだ さい 。 


本 体 や AC アダ プター の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 けが 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り 
〇 ) ます 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス セン ター に ご 依 
頼 く だ さい 。 
ケー ス を 開け て 改造 、 変 更 す る こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


/N 注 
手 
,/ 7 っ ヽ 


一 使用 環境 ・ 条 件 


NN 
NN 
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テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いく だ さい 。 電波 障害 を 与え た り 、 受け た りす る こと が 
あり ます 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほこ り の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 落ち た り 、 
倒れ た り し て けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
内 部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり 
ます 。 


調理 全 や 加湿 器 の そば な ど 、 油煙 や 湯気 が あたる 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


田 本 体 の 取扱 い に つ いて 


⑩ 


長 時 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 の た め AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 
抜い て くだ さい 。 


アン テ ナ を 誤っ て 目 に ささ ら な いよ うに し て くだ さい 。 


⑩ 


アン テ ナ を 持っ て 本 体 を 振り 回 し た り 、 投げ た り し な いで くだ さい 。 
けが や 故障 、 破 損 の 原因 と な り ま す 。 


一 保守 ・ 点 検 


CU) お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 
抜い て くだ さい 。 


汚れ た 場合 は 、 柔 ら か いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 
ベン ジン 、 シンナー、 ア ルコ ー ル 、 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する お それ が 
あり ます 。 


使用 前 の ご 注意 $$ 


一 使用 場所 に よっ て は 思わ ぬ 電 波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 
次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 な ど ) 


画 本 機 は 防水 構造 で は あり ませ ん の で 屋内 に 設置 し て くだ さい 。 
また 設置 場所 は 、 高 温 、 多湿 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉 じん の 多い と ころ は 
避け て くだ さい 。 

画 本 機 を 分 解 、 改造 し て 使用 する こと は 、 法律 で か た く 禁 じ ら れ て いま す 。 


画 海 外 で は 法律 や 周波 数 の 割り 当て が 異な る た め 使 用 で きま せん 。 


This product is permitted for use in Japan only. 


田 ス イッ チ 設 定 後 は 、 必 ず ス イッ チカ バー を 取り 付け て くだ さい 。 水分 や 異物 の 混入 は 、 
保証 修理 の 対象 外 と な り ま す 。 


$ る $$ 日 次 $$$ 


安全 上 の ご 注意 ・・・・ ト トト トト トト トゥ トト トト ャ トト ャ ュ ュ ドド で ャ ドレ ュー ュー 2 
使用 前 の ご 注意 ・・・・・・・ ト トド トト トト トト ャ で ャ トト ュ トド ドド ュ ュ ュー 8 
ミ 交 ハバ EEILICILIRILILILRCILILIRLIHICELIILILIICILELILLICIILIILSLICIICELEELEELIELE ) 
1 付属 品 ・・・ ド トド トト トド トト トゥトゥ トゥ トゥ トト ャ トゥ で ャ で ャ に ャ で ャ に に ャ にゃ ドド SO 
ク 2 機能 と 特長 1 0 
3 各部 の 名 称 と は た らき トド トゥ トゥ トゥ タッ タトゥ レタ レタ レレ レレ トゥ し ドド 1 1 
4 スイ ッ チ の 設定 方 法 ……… ュ トゥ トゥ トゥ アタ ゥ トゥ トゥ レッ ゥ ンタ ゥ に レタ ゥ に レッ ゥ レレ ュー ュー ドー 1 4 
5 シス テム 構成 に つい て 義生 計 いた 衝 し 1 し 生 0 を BE 上 1 6 
6 設置 トト トゥ トゥ トゥ トゥ トゥ トゥ トゥ トゥ アッ レッ レン ャ トゥ トゥ トゥン レレ レン ュ に ャ ゥ に ゥ に ュ に レー ャ ュー 1 9 
EE: に LELELHI に LE 2 0 


1 付属 品 
開 柚 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


ロ AC アダ プター 

口 電源 延長 ケー ブル ( 5m ) 
ロゴ ム 足 4 個 

口 木 ね じ 2 本 

口 取扱 説 明 書 (本 書 ) 

品 保 証書 


注意 保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 緒 に 


保管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 無い と 保証 サー ビス は 無効 と な り 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 


2 機能 と 特長 


一 免 許 お よび 申請 手続 き は 一 切 不 要 で す 。 

田 DJ-M1( 子 機 : 幣 社 製品 ) と 併せ て ご 使用 いた だ く こ と で 、 最大 4 名 で 同時 通話 が で き 
ます 。 

画 本 機 を 2 台 連 結 す る こと に より 最大 8 名 で 同時 通話 が で きま す 。 
音声 通話 の 明瞭 度 を 上 げ る コン パン ダー 機能 を 搭載 し て いま す 。 

画 本 機 の 電源 は 、 家庭 用 AC コン セン ト (AC アダ プター : 付属 品 ) から 供給 する こと が で 
き 示 あら 

画 長 さ 5m の 電源 延長 ケー ブル を 付属 し て いま す 。 
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3 各部 の 名 称 と は た らき 
本 機 の 各部 の 名 称 と は た らき を 説明 し ます 。 


男前 面部 
ニョ アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て いま す 。 
無理 に 引き 抜い た り し な いで くだ さい 。 
アン テ ナ は 折り 曲げ る こと が で きま す が 、 
設置 状況 に よっ で は 通話 エリア が 狭く 
な る こと が あり ます 。 
414MHz 帯 アン テ ナ 454MHz 帯 アン テ ナ 
〇 送信 〇 待機 〇 使用 中 DJ-M2R 
送信 ラン ブフ 
待機 ラン プ 
使用 中 ラン ブ 
名 称 は た らき 
2 剖 ア ウジ ま 414MHz 帯 の 受信 アン テ ナ で す 。 
Z ン 
2 折り 曲げ る こと が で きま す 。 
の 吾 ア 2 ォ チ 454MHz 帯 の 送信 アン テ ナ で す 。 
Z ン 
0 折り 曲げ る こと が で きま す 。 
③ | 送信 ラン プ 送信 時 に 点灯 し ます 。 
④ | 待機 ラン プ 受信 待ち 受け 時 に 点灯 し ます 。 
⑤ | 使用 中 ラン プ 本 機 (DJ-M2R) で は 点灯 し ませ ん 。 
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画 側 面部 


① 連 結 用 (出力 ) コネ クタ ー 一 - 
② 連 結 用 (入力 ) コネ クタ ー 一 ] 
③ テ スト 用 コネ クタ ーー- 
電源 ジャ ッ ク 一 mle]888 


名 称 は た らき 


ケー ブル に より DJ-MZ2R 同士 を 連結 する た め の コ ネクター 
① | 連結 用 (OUT) コ ネクター | で す 。 OUT 側 に ケー ブル を 接続 し た 場合 に は 、 連 結 す る 
DJ-M2R の IN 側 に 接続 し て くだ さい 。 


ケー ブル に より DJ-MZ2R 同士 を 連結 する た め の コ ネクター 


② | 連結 用 (IN) コ ネクター で す 。IN 側 に ケー ブル を 接続 し た 場合 に は 、 連 結 する 
DJ-M2R の OUT 側 に 接続 し て くだ さい 。 
③ | テス ト 用 コネ クタ ー 動作 確認 用 の コネ クタ ー で す 。 何 も 接 続 し な いで 下さ い 。 
④ | 電源 ジャ ッ ク 付属 の AC アダ プター(EDO-122) を 接続 し ます 。 
一 背面 部 
つり 下げ 穴 スイ ッ チ カバ ー 


一 設定 スイ ッ チ 内 部 (操作 部 ) 


四 EHPp 本 呈 TBhp fml ON 
Te = Np ml Ehi 
認 RN っ っ L PP 上 Im 上 Fm 1 e 
⑥ 設 定 ス イッ チ 2<6 季 本 回 軸 | に ① テ スト スイ ッ チ 1 
in 細 Besiwu 語 usa 
触ら な いで くだ さい 。 PT | 触ら な いで くだ さい 。 
et 1 OFF 
me 
設定 スイ | 
lll に ② テ スト スイ ッ チ 2 
| ①⑩ 触ら な いで くだ さい 。 
ERR ーー PGM 本 OFF 
④ ェ ラー ラン ブー ナー(())p [=ーーーー | 3 書 込 ス イッ チ 


名 称 


は た らき 


テス トス イッ チ 1 


本 機 で は 使用 し ませ ん 。 OFF に し て 触ら な いで くだ さい 。 


テス トス イッ チク 2 


本 機 で は 使用 し ませ ん 。 OFF に し て 触ら な いで くだ さい 。 


@1⑯| 〇 


書き 込み スイ ッ チ 


設定 変更 時 に 押し ます 。 押す と 設定 が 有効 に な り ま す 。 


設定 書込み 時 に 正常 に 行わ れ た か 確認 で きま す 。 


④ | エラ ー ラ ンプ 

ME 運用 時 、 送 信 中 に 点灯 し ます 。 

⑤ | 設定 スイ ッ チ 2<@6 | 本 機 で は 使用 し に ませ ん 。 触ら な いで くだ さい 。 
⑥ | 設定 スイ ッ チ 1 チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 設定 し ます 。 
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4 スイ ッ チ の 設定 方 法 
本 機 の 設定 に は 、 プ ラス ドラ イ バ ー が 必要 で す 。 
本 体 背面 の スイ ッ チ カバ ー を 固定 し て いる ビス を 外し 、 内 部 の スイ ッ チ に より 各種 の 
設定 を お こない ます 。 


すべ て の 設定 が 完了 し た ら 、 書込み スイ ッ チ を 押す か 、 電源 を 入れ 直し て くだ さい 。 


メモ 本 機 に は 電源 スイ ッ チ が あり ませ ん 。 側面 の 電源 ジャ ッ ク に 付属 の AC アダ プター 
の プラ グ を 接続 する だ け で 自動 的 に 電源 が 入り ます 。 


注意 スイ ッ チ の 設定 後 は 、 必 ず ス イッ チカ バー を 取り 付け て くだ さい 。 
一 度 設置 する と た び た び 設定 を 変更 する の は 手間 に な り ま す の で 、 仮 設 状態 で 
充分 な テス ト を され る こと を お 勧め し ます 。 
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設定 スイ ッ チ 1 の 設定 方 法 
設定 スイ ッ チ 1 は 、 運 用 する チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 設定 し ます 。 


意 運用 する 場合 に は 、 親 局 ( 本 機 ) と 子 機 (DJ-M1) を すべ て 同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 
設定 し て くだ さい 。 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ が 設定 され て いな い 場 合 、 自動 的 に A チャ ン ネ ル グ ル ー プ で 
動作 し ます 。 


10 種類 の チャ ン ネ ル グ ル ー プ (A て J) か ら 1 つ だ け を 選ん で ON 側 に し ます 。 


MP 


Aa1 234 ロ mg ン フ 8 Hinn 


kWikkBM 


メモ ほか の 電波 の 混信 な ど で 、 正 常に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 
チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 変更 し て くだ さい 。 10 種類 の チャ ン ネ ル グ ル ー プ (QAーJ) 
いずれ も 正常 に 動作 し な いと き は 、 販 売店 また は 代理 店 に ご 相談 くだ さい 。 
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5 シス テム 構成 に つい て 


く 標準 シス テム > 


本 機 (DJ-M2R) を 設置 する こと に より 、 最 大 4 名 で 同時 通話 で きま す 。 
子 機 と し て 弊社 製 DJ-M1 が 別途 必要 で す 。 


DJ-M2R ( 親 局 ) 


〇 送信 〇 待機 〇 使用 中 


DJ-M2R 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ 


DJ-M1 ( 子 機 ) 


A-04 


・ 親 局 一 子 機 問 は 電波 が 届く こと を 確認 の 上 、 設 置 し て くだ さい 。 


・ 親 局 子 機 は すべ て 同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 設定 し ます 。 
・ 子 機 番号 は 重複 し な いよ うに 設定 し ます 。 
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< 連結 シス テム > 


本 機 (DJ-M2R) を 2 台 連 結 す る こと に より 、 最大 8 名 で 同時 通話 で きま す 。 
子 機 と し て 弊社 製 DJu-M1 が 別途 必要 で す 。 


口 接続 に 使用 する ケー ブル 


連結 接続 を 行う 場合 に は 接続 ケー ブル が 
必要 で す 。 


川 
「 こ 
| 


① 

ケー ブル は パソ コン の ネッ トワ ー ク に 使用 の の AO この 
販 の LAN ケー ブル 8 

され る 市 販 の は ブル を 使用 し ます 3 ooooooo て こき 
LAN ケー ブル は 必ず フル 結線 の スト レー ト 

ケー ブル で ツイ スト ペア の も の を ご 使用 NSK 

くだ さい 。 ⑦ 人 ⑰ 


、 クロ スケ ー ブ ル な ど ス トレ ー ト ケー ブル 以外 の ケー ブル を 接続 する と 故障 の 原因 と 
な り ま す の で 絶対 に お 使い に な ら な いで くだ さい 。 


連結 シス テム で ご 使用 に な る 場合 、 同 じ チ ャ ン ネ ル グ ル ー プ で ご 使用 に な ら 
人 
また 。、 設置 する 際 は 李 機 (D-M2R) 同 主 を 3 m 以 上 離し て くだ さい 。 
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口 ケー ブル の 接続 


連結 接続 を 行う 場合 に 本 体 横 の コネ クタ ー に 
LAN ケー ブル を 差し 込み ます 。 | 
OUT 側 に 接続 し た ケー ブル の 一 端 は 接続 
され る DJ-M2R の IN 側 に 、IN 側 に 接続 し た 
ケー ブル の 一 端 は 接続 され る DJ-M2R の 

OUT 側 に 、 ど ちら か 片側 の み 接 続 し ます 。 


ー 


ーー 涼 
| 
FT デア 


還 
ェ 


⑨ 


注意 OUT 側 と OUT 側 また は IN 側 と IN 側 同士 を 接続 する と 正常 な 動作 は で きま せん 。 
IN 側 ま た は OUT 側 と パソ コン 等 他 の 機器 と は 絶対 に 接続 し な いで くだ さい 。 
本 機 ま た は 接続 され た 機器 が 故障 する こと が あり ます 。 
誤 接続 に より 生じ た 損害 は 一 切 保証 し か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


_ 


、 接続 コネ クタ ー の 電源 ジャ ッ ク に 
近い コネ クタ ー は テス ト 端 子 で す 。 


この 端子 に は 何 も 接続 し な いで 
くだ さい 。 


テス ト 端 子 
接続 は し な 
いで くだ さい 。 


DC6V-IN 


PP 
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6 設置 
本 機 を 設置 する 場所 は 、 な る べく 見 通し の よい 高い 所 に 設置 し て くだ さい 。 


口 壁面 に 取り 付け る 場合 
本 機 の 背面 に は 、 つ り 下 げ 用 の 穴 が あい て いま す 。 
付属 の 木 ね じ を 120mm の 間隔 で 壁 に 取り 付け て くだ さい 。 その 際 、 壁 と ね じ の 間 に 
隙間 を 4 て 5mm 程度 保ち 、 本 機 を つり 下げ て くだ さい 。 
※ 本 機 を 取り 付け 後 、 落 下 の 危 険 が な いこ と を 必ず 確認 し て くだ さい 。 


メモ 付属 の ビス は ベニ ヤ な ど 木 の 壁 用 で す 。 そ の 他 の 壁 に つい て は 別途 市 販 の 専用 
ビス を ご 用 意 く だ さい 。 


口 卓上 に 置く 場合 
本 機 の 底面 に 付属 の ゴム 足 4 個 を 貼り 付け て くだ さい 。 
※ 倒 れ な いこ と を 必ず 確認 し て くだ さい 。 
落下 に よる 破損 は 保証 の 対象 に な り ま せん の で 充分 ご 注意 くだ さい 。 
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7 付 録 


一 故障 と お 考え に な る 前 に 


本 機 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 まず こち ら を お 読み くだ さい 。 


(な に も 表示 し な い ) 


症状 原因 処置 
電源 が 入ら な い 電源 が 接続 され て いな い | AC アダ プター を 家庭 用 コン セン ト に 


差し 込み 、 本 体 の 電源 ジャ ッ ク に 
AC アダ プター の プラ グ を 挿入 し て 
くだ さい 。 


通話 で き な い 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ が 違う | 本 機 、 子 機 を すべ て 同じ チャ ン ネ ル 
グル ー プ に 合わ せ て くだ さい 。(P.15) 
親 局 一 子 機 問 の 距離 が 電波 が 届く こと を 確認 の 上 、 


離れ すぎ て いる 使用 し て くだ さい 。 
ほか の 電波 が 混信 し て チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 変更 し て 
いる くだ さい 。 (本 機 、 子 機 す べ て ) 


※ 子 機 に つい て の 操作 方 法 は 、DJ-M1 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


つ ー アフ ター サー ビス や 各 製 品 に つい て の 最新 情報 な ど は 、 ア ルイ ンコ ホー ムペ ー ジ を 


ご 覧 くだ さい 。 


アル イン コ ホ ー ム ペー ジ http://www. alinco. co. jp/ 
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画定 格 DJ-M2R 


送受 信 周 波数 | 413.70000 ~ 414.14375MHz (受信 ) 
454.05000 < 454.19375MHz (送信 ) 


F3E (FM) 


複 信 方 式 


1mW 


潮 | 二 | 上 | 貞 


ダブ ルス ーー パー へ ヘテロダイン 


-7dB/ 以下 


則 | 
g 


革 | 漂 | 添 | 位 | 國 | 環 
l 
員 村 | 圧 | 慎 | 守 


本 
通 
2 
避 | 肖 


1st IF 21.7MHz 
2nd IF 450kHz 


流 | 最大 400mA 


瑞 | 再 


DC6V (AC アダ プター 使用 ) 


| 寸 | 避 


-10C て て +50 で C 


200 (W) x 140 (H) x 50(D) (突起 物 除 く ) 


販 | 時 | 理 ] と | 居 
村 
節 
畑 | 品 | 
毅 
陣中 | 国 | 印 


約 900g 


仕様 ・ 定 格 は 予告 無く 変更 する 場合 が あり ます 。 
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田 チ ャ ン ネ ル グ ル ー プ 周波 数 表 


グル ー プ 番号 親 機 送信 周波 数 (MHz) 子 機 番 号 子 機 送信 周波 数 (MHz) 
A 一 0 1 413.7000 
A 一 02 413.8000 
A 454.0500 
A 一 03 413.9125 
A 一 04 414.0375 
Bー0 1 413. 7125 
Bー02 413.8125 
B 454.0625 
Bー03 413. 9250 
Bー04 414.0500 
C 一 0 1 413. 7250 
C 一 02 413.8250 
C 454.0750 
C 一 03 413.9375 
C 一 04 414.0625 
D 一 0 1 413. 7325 
D 一 02 413.8325 
D 454.0875 
D 一 03 413. 9500 
D 一 04 414.0750 
Eー0 1 413. 7500 
Eー02 413.8500 
E 454.1000 
Eー03 413.9625 
Eー04 414.0875 
F 一 01 413. 7625 
F 一 02 413.8625 
F 454. 1125 
F 一 03 413.9750 
F 一 04 414.1000 
Gー0 1 413.7750 
Gー02 413.8750 
G 454. 1250 
Gー03 413.9875 
Gー04 414. 1125 
ロー0 1 413.7875 
ロー02 413.8875 
H 454. 1375 
ロー03 414.0000 
Hー0 4 414.1250 
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グル ー プ 番号 親 機 送信 周波 数 (MHz) 子 機 番 号 子 機 送信 周波 数 (MHz) 
Iー0 1 413.8000 
1Iー02 413.8125 
1 454.1500 
1Iー03 413.8375 
1Iー04 413.8875 
りー0 1 413.8125 
りー0 2 413.8250 
り 454.1625 
りー03 413.8500 
りー04 413.9000 


23 


FRR ルイ つ ココ 株 式 会 社 電子 事業 部 
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